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「
地
震

「
地
震
へ
の
へ
の

備
え
」
で
き
て
い
ま
す
か

備
え
」
で
き
て
い
ま
す
か

　

令
和
６
年
１
月
１
日
に
能
登
半

島
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
最
大

震
度
７
を
観
測
し
、
多
数
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
住

家
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
に
深
刻

な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

北
海
道
で
も
平
成
30
年
に
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
が
発
生
し
、
厚

真
町
で
最
大
震
度
７
を
観
測
し
ま

し
た
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
改
め
て
日
頃
か
ら
災
害

へ
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

 

危
機
対
策
・
防
災
担
当

　
　

 

☎
381-

１
４
０
７

明
日
、
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い

明
日
、
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い　市内で震度 7の地震が発生した

場合の被害想定

＜建物全壊＞　約 2,150 棟

＜建物半壊＞  約 4,150 棟

＜死 傷 者＞　約 1,390 人

　「月
つきさむはいしゃ

寒背斜に関連する断層」と

「野幌丘
きゅうりょう

陵断層帯」による地震が

想定されています。

市内で想定される

最大震度は震度最大震度は震度 77

過
去
の
災
害
を
振
り
返
る

７
年
前
に
震
度
５
強
を
観
測

　

平
成
30
年
９
月
６
日
に
発
生
し

た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
、
江

別
市
は
過
去
最
大
の
震
度
５
強
を

観
測
し
ま
し
た
。
北
海
道
全
域
が

停
電
と
な
り
、
市
民
の
生
活
に
も

大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。

▼
建
物
の
被
害
・
人
的
被
害

　

市
内
で
も
５
９
２
棟
の
建
物
に

被
害
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
５
６
８

棟
が
住
家
に
対
す
る
被
害
で
し

た
。
人
的
被
害
は
、
け
が
人
が
５

名
で
し
た
。

▼
断
水

　

大
規
模
停
電
の

影
響
で
浄
水
場
が

停
止
し
た
た
め
断

水
と
な
り
、
上
江

別
浄
水
場
区
域
全

域
の
約
２
万
３
５
０
０
世
帯
、
約

５
万
１
千
人
に
影
響
が
出
ま
し

た
。

▼
避
難
所
の
開
設

　

市
内
６
カ
所
で

避
難
所
が
開
設

さ

れ
、

最

大

で

５
１
９
名
が
避
難

し
ま
し
た
。

突然起こる災害に備えよう

飲み水や食料の日常備蓄

　レトルト食品やカップ麺、飲料水な

ど、賞味期限の長い食料品を日頃から

備蓄し、食べた分を買い足すローリン

グストックで上手に備蓄しましょう。

▶ 目安は最低 3日分

　できるだけ 1週間分の備蓄を推奨し

ています。

住宅の耐震性を確保

　昭和 56 年以前に建設された「旧耐

震基準」の木造住宅は、耐震性が不足

している可能性があります。地震によ

る被害を最小限にするためにも、耐震

改修や建て替えを検討しましょう。

　また、被災後の生活再建のために地

震保険の加入も検討しましょう。

▶ まずは、耐震診断から！

　市では図面による木

造住宅の無料簡易耐震

診断を実施していま

す。まずは、住宅の耐

震性を把握しましょう。詳しくは、建

築指導課（☎ 381-1042）へお問い合

せください。

停電に備える

　停電時でも使用できる機器を用意しま

しょう。災害時には入手困難になることも

あります。平時のうちに準備しましょう。

▶ 冬季の災害に備えて

　カセットボンベ式の暖房

器具などを用意し、暖を取

る方法も確認しましょう。

食べる買い足す

備蓄する

防災情報提供サービス
　事前に登録しておくと災害時に

地震や断水、避難所の開設情報など

が入手できます。メール、電話、ファ

クスで受け取れます。停

電に備えて、メールの登

録がおすすめです。

懐中電灯 ポータブル
ラジオ

モバイル
バッテリー

カセット
コンロ

カセット
ボンベ

乾電池



市民文化祭市民文化祭（文芸・生活文化・展示部門）（文芸・生活文化・展示部門）  参加者募集参加者募集
 江別市文化協会事務局 ☎ 598-7161（火・木・金　13:00 ～ 16:00）

第72回第72回

※展示部門の開催時間は、10:00 ～ 17:00（最終日は 16:00）

行事名 日時 /会場 概要 / ￥  参加料 / 申  参加方法 / 問  問い合わせ

短歌大会
10/19 ㈰ 受付 13:00 

開始 13:15　野幌公民館

￥  1,500 円（歌会のみは 500 円）　申  はがきに未発表の自由詠 1 首を記入し 10/3 ㈮までに事務局 古
こ て ら

寺 
柳
り ゅ う こ

子さん（〒 069-0831 野幌若葉町 22-1 ☎ 384-1955）へ郵送　問  菅
か ん の

野 礼
れ い こ

子さん ☎ 385-5676

市民美術展
10/24 ㈮ ～ 10/30 ㈭

野幌公民館

絵画・版画・切り絵などの展示。市内に在住または在勤の方（高校生以下不可）が参加できます。

￥  1,000円～2,500円 ※作品の大きさ、点数で異なる　申  作品の搬入・受付は10/13(月・祝)に野幌公民
館ホールへ。在住地区ごとに受付時間が異なります ※9 月中旬頃から各公民館で配布される応募出品票で確

認してください　問  塚
つ か は ら

原 貴
た か ゆ き

之さん ☎ 080-4835-5056

川柳大会
10/25 ㈯ 13:00 ～ 17:00

野幌公民館

宿題は「澄む」「姿」「楽器」の各題 2句ずつ。　￥  1,500 円 ※親睦会費含む（投句のみは 300 円）
申  出席者は、10/22 ㈬までに問い合わせ先へ電話。句は当日持ち寄り ※投句のみ参加の方は任意の用紙に

投句を記載し、10/22 ㈬までに問い合わせ先へ郵送（必着）またはファクス　問  嶋
し ま ぐ ち

口 幸
さ ち み

美さん（〒 069-0821

東野幌町 46-10 ☎ ･ FAX 383-5556）

俳句大会
10/26 ㈰ 13:00 ～ 17:00

中央公民館

兼題「栗」「冬隣」「当季雑詠」で 1人 3句以内。※投句者は当日出席必須

￥  500 円　申  はがきまたは適宜用紙に投句を記載し、10/15㈬までに堂
ど う し た

下 和
か ず お

夫さん（〒 069-0824 東野幌

本町 7-1-E502 ☎・FAX 385-6742）へ郵送またはファクス　問  西
に し む ら

村 栄
え い い ち

一さん ☎・FAX 383-0641

将棋大会
11/2(日)13:00 ～ 17:00

青年センター 

￥  一般の部（A、B、Cの 3クラス）:500 円、小中学生の部と文化協会員 :無料 ※当日会場で支払い　

申  会場で直接 ※ 13 時まで　問  藤
ふ じ た

田 昌
ま さ ゆ き

之さん ☎ 383-8565

市民菊花展
11/3(月・祝)～ 5 ㈬

コミュニティセンター

市民と菊友会員による菊花展。大菊・小菊は不問（種目別審査規定あり）。￥  1,000 円 　
申  10/17 ㈮までに問い合わせ先へ電話　問  菊友会事務局 堀

ほ り ご め

込 廣
ひ ろ い ち

市さん ☎ 386-4519

市民書道展
11/3(月・祝)～ 5 ㈬

野幌公民館

市内在住の方の書道展。未発表作品（漢字、かな、詩文、墨
ぼ く し ょ う

象、篆
て ん こ く

刻など）を額装または軸装で出品。

￥  500 円（文化協会員は無料）　申  出品票（各公民館で配布）を 10/1 ㈬までに提出　

問  山
や ま だ

田 静
せ い ざ ん

山さん ☎ 382-0793

市民陶芸展
11/3(月・祝)～ 5 ㈬

野幌公民館

市内在住のアマチュアの方が対象。粘土で焼
し ょ う せ い

成した陶芸作品を1人1～3点展示できます。（出展数により調整）
￥  個人 :500 円、団体 :1,000 円（文化協会員は無料）  申  9/30 ㈫までに出展申込票（野幌公民館で配布）

を問い合わせ先へ提出  問  文化協会事務局 ☎ 598-7161

市民盆栽展
11/3(月・祝)～ 5 ㈬

野幌公民館

市内在住の方と盆栽同好会による盆栽展。

￥  1,000 円  申  10/15 ㈬までに問い合わせ先へ電話　問  中
な か が わ

川 隆
たかし

さん ☎ 382-3965

市民華道展
11/3(月・祝)～ 5 ㈬

コミュニティセンター

長テーブル 1本（90cm × 45cm）に 2作程度を展示できます。

￥  個人 :500 円 ※小学生と保護者で参加の場合は一組 500 円  申  10/15 ㈬までに問い合わせ先へ電話 

問  笹
さ さ は ら

原 邦
く に こ

子さん ☎・ FAX 382-2096

その他
一般参加

11/3(月・祝)～ 5 ㈬
中央・野幌・大麻公民館

籐工芸、押し花、絵手紙などの展示。個人、市民サークルなどで参加できます。 ￥  個人：500 円、団体：

2,000 円（文化協会員は無料） ※会場ごとの事前打ち合わせ時支払い　申  申込書（各公民館で配布）に記

載し、9/12 ㈮までに出展を希望する公民館へ直接申し込み　問  文化協会展示部長 岡
お か む ら

村 祐
ゆ う こ

子さん ☎ 389-
5081 または 教育委員会 生涯学習課 ☎ 381-1060

２
０
２
５
ふ
る
さ
と
江
別
塾

２
０
２
５
ふ
る
さ
と
江
別
塾

え
べ
つ
市
民
カ
レ
ッ
ジ

え
べ
つ
市
民
カ
レ
ッ
ジ  

・
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

・
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

　

市
内
大
学
の
持
つ
専
門
的

知
識
と
人
材
を
活
用
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
化
す

る
向
学
心
に
応
え
る
た
め
に

開
催
し
ま
す
。
無
料
。
定
員

各
回
先
着
１
０
０
名
。

　

11
月
１
日
㈯
の
閉
講
式
で

市
民
カ
レ
ッ
ジ
学
位
の
授
与

を
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
10

月
18
日
㈯
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】

　

９
月
１
日
㈪
か
ら
各
講
座

開
講
日
の
10
日
前
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｗ
ｅ
ｂ

フ
ォ
ー
ム
で
申

し
込
み
（
電
話

受
付
は
平
日
９

時
～
17
時
）

 

生
涯
学
習
課

☎
381-

１
０
６
２

 

382-

３
４
３
４

日程・会場 講師・テーマ

10/1110/11㈯

北翔大学
7 号棟 722 教室

開講式 9:15 ～開講式 9:15 ～

9:30 ～ 11:00 教育文化学部 澤
さ わ

 聡
と し か ず

一 准教授

【不登校・行きしぶりのこども・家庭の理解と関わり】

11:10 ～ 12:40 江別子どもの居場所ニーズ調査グループ

【（シンポジウム）不登校・行きしぶりのこどもと家庭のために、
学校と地域ができること】

10/1810/18㈯

北海道情報大学
校舎棟 1号館

106 教室

9:30 ～ 11:00 経営情報学部 向
むこうはら

原 強
つよし

 教授

【雇用の未来】

11:10 ～ 12:40 経営情報学部 ライアン ジョエル 准教授

【昔、こんな英語の授業、受けたかったなー】
※ 3・4人のグループで席替えをしながらの英会話体験あり

10/2510/25㈯

酪農学園大学
C1 号館 101 教室

9:30 ～ 11:00 農食環境学群 食と健康学類 木
き む ら

村 宣
の ぶ や

哉 准教授

【知らずに食塩をとりすぎていませんか？～健康寿命のために～】

11:10 ～ 12:40 農食環境学群 循環農学類 吉
よ し の

野 宣
よ し ひ こ

彦 教授

【酪農から考えるがんばらない生き方】

11/111/1㈯

札幌学院大学
G 館 SGU ホール

9:10 ～ 12:20 人文学部 新
に っ た

田 雅
ま さ こ

子 准教授、心理学部 斉
さ い と う

藤 美
み か

香 教授

【人生 100 年時代の“しあわせな老い”を考える】
※講義のほかにグループディスカッションあり

閉講式 12:20 ～ ※全講義受講の方には修了証を授与閉講式 12:20 ～ ※全講義受講の方には修了証を授与

2025.911 広報えべつ


